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水戸藩 にお ける試合剣術 に関す る一考 察

－r公 覧始末撃剣』の分析を通 して一

長 尾 進

1は じ め に

近 世 も4代 将軍 家綱 の頃(1651～1680)に な る と,戦 国の気風 は薄 れ,

他流試合が禁止 され た こともあって,武 芸流派の なかには 「形」の外観の美

や功妙 を街い,技 術 ・精神の錬磨 か ら程遠 くな り,い わゆ る 「華法」化す る

もの が多 くな った。 この華法 の弊害 を払拭 しよ うと,直 心 影流(正 徳年 間

1711～ ユ716)や 一刀流 中西派(宝 暦年 間 ・1751～1764)に おいて従来の面

や小手に改良を加 え,竹 刀 を用 いて十分 に打ち合 い,技 術 ・精神の錬磨 をめ

ざ す 「竹 刀 打 ち込 み稽 古 」(試 合 剣 術)が 創 始 され,寛 政期 か ら文 化期

(1789～1818)に かけては関東の郷村部 を中心に これ を行 う新流が興隆 し1),

文政 期(1818～1830)に は中四 国 ・九 州の諸藩 において も弘 ま り,他 流試

合 が活発化 した2)。

既成剣術(形 剣術)に 比 して運動性 ・体錬性 におい て優れた面 を もつ試 合

剣 術は,そ の教育的価値 を認め られ,幕 末期には幕府 や諸藩において教育 の

手段 として採 用され るようにな る。現在行 われて いる剣道は,こ の試合剣 術

の流 れを汲む ものである。

本稿 で とりあ げる 『公 覧始末撃剣』 は,天 保4年(1833),水 戸 藩 におい

ては じめて試 合剣術 が藩主(徳 川斉昭)の 公覧 に供 した時の模様 を,同 藩藩

士 で試合剣術の代表的流派であ る神道無 念流 を修め,後 に史館(彰 考館)総

裁 をっ とめた杉 山復堂(忠 亮)が 記録 した ものであ る。
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徳川斉昭の武芸教育政策(神 道無念流 ・北辰一刀流な どの新興試合剣術流

派の採用や,水 府流の創始に代表 される流派 ・稽古場合併の事績な ど)に つ

いては,荷 見『水戸藩における水府流の沿革』3),中村『茨城の剣道史』4),『水

戸市史中巻3』 やr茨 城の武芸』な どにおける保立の論考5),「徳川斉昭の

武芸観に関する一考察」6)をは じめ とする須加野の一連の研究発表な どにお

いてこれまでにも紹介されている。また,後 年藩校弘道館においては神道無

念流 ・北辰一刀流な どの新興試合剣術流派が興隆 し,藩 士教育に多大の影響

を与え,桜 田門外の変や天狗党事件な ど幕末期水戸藩を象徴する事件にも少

なからず関連があったことも指摘されている7)。

本稿で とりあげる天保4年 の藩主斉昭による公覧は,こ れらの端緒 とな

ったものであ り,ま たそこで行われた試合剣術流派の演武形態は,剣 術史

(剣道史)研 究の上でも興味深い内容を有するものである。

1[著 者杉山復堂と神道無念流

ただあ き

著者杉 山復 堂(忠 亮 。字 は子元 また士 元。 千 太郎 と称 し,復 堂 また致遠 斎

と号 した)は,年 少 よ り学問 を好み,は じめ古賀 精理,の ち藤 田幽谷 の青藍

舎 に学 ん だ。 文 政4年(1821)馬 廻組,史 館(彰 考 館)編 集。 この公 覧 出

場 の時(天 保4年)は,史 館 総 裁 代 役(天 保2年 よ り)を 務 め て いた。 天

保11年(1840)弘 道 館 助教。 同14年(1843)史 館総 裁 を兼 ね る。 弘化2年

(1845),45歳 で没 した8)。

杉 山 と藤 田東 湖 との親交 の 深 さは,r回 天 詩史 』9)をは じめ東 湖の 日記 等 に

杉 山の名 が頻 繁 に登場 する こ とで もわ かる。 また,家 老 山野 辺義観 とも親交

が あ り10),東 湖 ・山野 辺 ら と と もに9代 藩 主 斉 昭 の 擁 立 に 奔 走 した(後

述)。

剣 術は前述 した よ うに神道 無 念流 を修 めた。
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神 道無念 流 は,享 保(1716～1736)の 頃,下 野 国都賀 郡藤葉 村(現 在

の壬生町)の 人,福 井兵右 衛門嘉平が,当 時下野 南部 に勢 力を張 った一

円流 を学 んだのち,諸 国に行脚 し,一 流 を立 てて神道無念流 と称 した こ

とには じまる と伝 え られてい る。後 江戸四谷 に道 場を開 き,門 弟戸賀崎

熊太郎輝芳(武 蔵国清久村,現 在 の久喜市の産)の 頃 にな り,東 都 にお

いて大 い に鳴 った。戸賀崎 の門で傑 出 したのが,岡 田十松 吉利 である。

岡田は武蔵 国埼玉郡砂 山村(現 在 の羽 生市)の 生 れで,は じめ輝芳の 高

弟松村源六郎 に学 び,次 いで江戸 に出て輝 芳 に学 んだ。 岡 田の代 に至 り

同流 は益 々繁栄 し,そ の門 か らは,幕 末史上著名 な江川太 郎佐衛門(担

庵)や 渡辺華 山,練 兵館 を興 した斎藤弥九 郎 らを輩 出 した11)。

水戸 家中 において試合剣術 が行 われ るよ うになるのは,杉 山が江戸 在勤中

の父子方 の勧めで,神 道無念流 岡田十松吉利 に学 んだ こ とには じまる。 岡田

の没後 は,同 門の宮本左 一郎 に就 いた。公 党時,師 の宮本 は 「諸士以下 」の

身分 で指南席 へ出 るこ とが叶わ ないため,宮 本 に替 って杉 山が諸事 に当た っ

た。

国立 国会 図書 館 には杉 山の 自筆稿 本 や,か れの蒐 集 した文献46冊 が 「杉

山叢書」 と して所蔵 されてい るが,本 稿で とりあげ る 『公 覧始末撃剣 』 はそ

の うちの一冊で ある。

皿 『公覧始末撃剣』の内容

1.試 合剣術流派(小 野派一刀流,神 道無念流)に おける公覧出

場までの葛藤

天保4年(1833)9月18日,水 戸 に在 って神道無念 流剣術 を指南 していた

めつけがた

宮 本左 一郎(虎 拳)は 藩 の監察府 に呼 び 出され,「 近 日中 に上 覧(公 覧)が

あ るの で,『 免許以上』 の者の 『姓名順番 』 を提 出す るよ うに」 との達 しを
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うけ,9月20日 夕,こ れ を提 出 した。

公 覧2日 前 の11月8日,再 び監察 府 か ら呼 び 出 しがあ って宮 本 が出向 い
かた

た ところ,宮 本 の一門で は 「これ まで上 覧に おいては諸流 とも格(形)を 披

露 す るのみで勝 負(試 合)は なか ったが,自 分達 はr勝 負事 ラ』の 流儀 なの

で,形 をわ ざ と4・5本 演 じた後 は,残 らず勝負 を披露 しよ う」 と決め てお

いたのであ るが,小 監察(歩 行士 目付)の 和 田善 太郎 が宮本 へ言 うには,「 勝

負 を御覧 に入 れ るつ も りら しいが,上 覧 に おいて勝 負は前 例 がな く,r相 成

らざる儀』 であ るので その ように心 得 よ」 とい う。 これ に対 し宮本 は,「 承

知仕 候」 と言 い,続 け て 「もとよ り勝 負ではな く面 ・小手 ・シナ イを用 いて

r勝 負 の格』 を ご覧 に入れ るの であ る」 と答 えた。rそ れは格 とは違 うの か」

と再 び和 田 が問 うので,「 少 々趣 は違 うが やは り格 で あ り,自 分達 の流儀で

は これ を 『非打』12)と呼 んで いる」 と説明 した。

宮 本の帰宅後,一 門で は会 議が行 われ,「(宮 本 の言 った)非 打 とい う名 目

でr勝 負 の格』 を披露 し,後 は直 ぐにr打 合勝 負(試 合)』 に移 ろ う」 と申

し合 わせた。

その夜 杉山 は,同 じ流儀(神 道無念流)で やは り公 覧 に出場す るため に多

賀郡助川村 か ら弟子 を引 き連 れて来 ていた武藤 七之助 を旅宿 に尋ね,そ の こ

かた

とを相談 した とこ ろ,「 そ れは 良い様 で あ るけ れ ども,格 とい う名 目であ っ

て も勝 負を して しまって は誰 が見 て も試合 とわか って しまう し,且 つr鷹 栖』

か らい って も とて も存分 な試 合は 出来 ない こ とは 明 らかなので,や は り大人

しく格 を一通 り披露 した方 が良いの では ないか」 とい う意 見であ った。

それ も正論 では あ るが,「 廿 余年 の丹誠(丹 精)此 一 挙 二て分 ル所」 であ

り,ど の よ うに も手を尽 くしてみた いの で,そ の足 で,同 じ く試合剣術 を行

う小野派 一刀流(渡 辺徳 之允門人)の 戸 田弥 次郎 を訪 ねた。戸 田が言 うには,

今 日御城で 大監 察(目 付)の 藤 田繁 蔵13)が戸 田に対 して,「 公 覧 に出場 す る

神道 無念 流は承知 の通 りr打 合勝 負事 ら』 の流 儀 であるが,諸 流 と同 じよう

に格 ばか り御覧 に入れ る ようにな っては,出 場 す る者 もさぞ残 念に思 うであ
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ろ う。 しか し席柄 か らい って も平 日通 りに打合(試 合)を して は,『 御故障

之御叱』もあ るであろ うか ら,三 本 とか五本 とか数 を決め,格 のなかか らr勝

負 にクヅシ』 ては どうか」 と聞 くの で,「 それは何 の御 故障 もないであろ う」

と答 えた とい う。 同 じ監察府 内で も大監察藤 田繁蔵 の言 と小監察和 田善太郎

の達 しとに食違 いがあ るが,い ずれ に して も 「及ば ずな が らも尽力 してみ よ

う」 と戸 田が言 うので,「 何分頼 み入 る」 旨を申 し述 べ杉 山は帰 宅 した。

した

公覧前 日の11月9口 には,出 場者 は早朝 よ り撃剣場 に集合 し 「格 の下組」

(形の予 行演習 か)な どがあ り,ま た この 日,小 野派一 刀流 へ も 「上覧ハ先

ヅ=格パ カ リ」 とい う達 しがあ った。

2.公 覧 の 模 様

(1}公 覧 におけ る出順

公覧 当 日の11月10日,出 場者 は 「五 ッ時(午 前8時 頃)」 に揃 って登 城 し

「実検 御廊下」 に控 えた。

この 日の公覧は,北 河原常右衛門 ・津 田真平 ・寛 内匠(以 上浅 山一伝流)・

川辺重左衛 門 ・加藤 傳之右 衛門(以 上 吉岡流)・ 小 田野 友蔵等 の柔 術,天 野

半十郎14)の陣鎌,川 又九 右衛 門の両 刀 と進 み,次 に渡辺徳 之 允門人の 小野

派一 刀流 と武藤 七之助 ・宮本左一郎両門人 の神道無念 流の試合剣 術流派,そ

の後 に大森茂 次郎,飯 島均平,岩 間与 次右 衛門(鹿 島神道 流)な どの順 に進

め られた。

また,「 四 ッ半比(午 前10時 半頃)」 監察府 よ り宮本左 一郎 に呼 び出 しが

かた かたち

あ り,「 今 日の上覧ハ 格 の内 よ り勝 負形 の 試合不 レ苦 候間,左 様 相心 得候様

に」 とい う達 しがあ った。

(2}小 野派 一刀流 ・渡辺徳之允門人

「正 九ッ時(正 午頃)」 か ら公覧は始 ま り,柔 術,陣 鎌 な どが済んで,小 野

派一 刀流(渡 辺 徳之 允門人)の 番 とな り,ま ず宮 田介太郎15)(打 太 刀)・ 濱
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口熊三 郎(仕 太 刀)の 両名 が,「 竹胴 」 を着 け,「 面 ・小手 ・シナイ」 を手 に
,

か た

持ち,格3本 を披露 した後,直 ぐに試 合 を行 った。

その時,斉 昭 が 「是(小 野 派)ハ 格 ハ ナ キ カ」 と尋 ね たの で,丁 前 三本 ッ

カイ候 が即格 にて御座 候」 と答 え た ところ,さ らに 「格 は何 本有 レ之 や」 と

聞 くの で,「 五本 御 座 候」 旨を 言上 した 。 「何 レも素面 こ な り(面 を着 け ず

に),先 ヅ格 ヲツ カヒ候 へ」 との上 意 に よ り,先 ず戸 田弥 次郎 打 太 刀で宮 田

っか

介太郎 ・荘 司徳 之 介 が仕太 刀 とな り格 を仕 った。 そ れが終 って秋 山弥九郎 打

太 刀で戸 田弥 次郎 が仕 太 刀,続 いて戸 田弥 次郎 打 太 刀 ・秋 山弥 九郎 仕太 刀 で

同 じ く格 を行 った。

そ の後,「 素 面 ・素 小 手 ・毛 ジ ナ イ(防 具 を着 けず に袋 竹 刀状 の竹 刀 を用

いて の試 合,詳 し くは後 述)に て勝 負 すべ し」 とい う上 意が あ り,宮 田始 め

いず れ もこれ を行 った が,面 ・小手 ・竹胴 を着 け,堅 固な 「割 り竹 刀」 で試

合 をす る こ とに慣 れて いた小野 派一 刀 流の面 々に とって,素 面 ・素 小手 ・毛

ジナ イでの試 合 は,「 ツカイ ヅ ラキ事 限 りな し」 とい うものであ った。

(3}神 道 無念流 ・武 藤七 之助 一門

小野派 が終 り神道 無念 流 ・武藤 七之助一門 の番 とな った。榊原啓介打太 刀 ・

かた

大 内要 介仕 太 刀の 両名 が 「面'小 手 ・シナ イ」 を手 に提 げ,「 非打 」 の格 を

2本 披露 し,そ れ よ り直 ぐに勝 負(試 合)に 移 った。 次の室 町荘 五郎打太 刀 ・

大 内要 介仕 太 刀で も同様 に格 と試合 を行 った。

それが済 んで益 子逸平 打太 刀 ・室 町 荘五郎 仕太 刀 の番 とな った時,斉 昭か

らまた 下毛 ジナ イ ・素 面 ・素小 手 にて可 レ仕 」 とい う上意 があ り,そ の通 り

に毛 ジナ イ ・素 面 ・素小 手の試 合 を行 った。 次 に師範 の武藤七 之助 が打 太刀

とな り,白 井 小右 衛門 ・益 子逸 平 と毛 ジナ イ ・素面 ・素 小手の勝 負 を し,そ

の後,室 町荘五 郎 打太刀 ・武藤 七 之助仕 太 刀で 「非 打」 の格 を披 露 して武藤

一・門 は終 った
。
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(4)神 道無念流 ・宮本左 一郎 門人

武藤一 門が終 り宮本 門人の番 とな った時,前 出小監察(和 田善 太郎)が 「宮

本左 一郎 門弟ハ格 ヲッ カイ入二御 覧.候 様 に」 とい う斉昭 の 「御 意之趣 」 を

伝 える。杉 山は内心 「実ニアキ レ」 るが,… 応畏 まって これ を請け る。 尚 こ

の時,師 範宮 本左 一郎 は 「諸士 以下(農 民 の出)」 であ り指 南席 へ出 られ な

いため,杉 山が替 って席 へ出てい る。

まず,森 新佐衛 門が打太 刀 とな り,永 井鉄 二郎 ・石川秀 太郎 仕太 刀で 「五

箇」の格 を披露 した。「随分不二見苦_候 ペ キ」とは杉 山の感想であ るが,「 勝

負事 ら」 で格 を次に置 く同流儀 と して は上 々の出来 であ った とみえ る。次 に

菊地 秀 介打太 刀,横 山甚太 郎16)・長尾 亀五 郎17)・森 新佐 衛門仕 太 刀で やは

り 「五箇」の格 その 次に井坂登次郎打太 刀,菊 地為三郎 ・根本三蔵 仕太刀

で同 じく 「五箇」の格 と進んだ。

続 いて菊地秀介打太 刀 ・井坂登 次郎 仕太 刀の順番が来 て出 よう とした時,

「跡ハ勝 負可 レ致。勿 論平 日通 り存分打合 入江御 覧_候 様 に」 とい う上 意 に よ

り,両 名 とも一 旦退 き,再 び 「面 ・小 手 ・シナイ」 を携 え支度 し,そ れ よ り

「打合勝 負(試 合)」 を行 った。「除程烈 敷合戦」 とな り,斉 昭 も 「御 目ヲハ

ナサ レズ御 覧」であ り,近 臣その外 も「皆 々延 ビ揚 り見物」の様子であ った。

そ れが済 み,次 に長 尾亀五 郎 が打 太刀 とな り,国 分 強介18)・井坂 登 次郎

と試 合を したが,こ れ またいずれ も「大合戦」であ った。続 いて,千 太郎(著 二

者杉 山)が 打 太刀 とな り,鵜 殿 熊吉 ・木股 留 次郎 と試 合 を行 った。 杉 山日

ブ

く,「鵜殿 ハ打 コ ミ勝 負重 ニ ッ カイ,木 股ハ少 し引ハ ナ シ随分烈 く七 ・八 本

勝負」 を し,退 いた とい う。 最後 に菊地 秀介打太 刀,(杉 山)千 太郎 仕太 刀

かた つか

で 「五 箇 」 の格 を仕 い,一 同席 を退 いた。

(5)公 覧出場についての著者杉山復堂の感想

この時の公覧 出場 について,杉 山は次の よ うな感想 を巻末 に記 して い る。



水戸藩における試合剣術に関する一考察9

「二百 年来,本 藩(水 戸藩)に おいて試合 剣術公 党 は実 に これ が初 めて であ

り,一 同首尾 良 く済ん で,何 の慶び を これ に加 え よ うか。 但 し,r五 箇』 の

格のみ を披露 し,勝 負(試 合)を しな か った者は頗 る遺憾 であ った ようだが,

この よ うな機 会の到来 した こ と自体 が終 極 の慶 びであ り,r少 壮 ノ士』 はい

ずれ またその秘 術 を尽 くす機 会 が来 る こ とで あ ろう し,『 他 日に期す』 とは

この こ とを云 うのであ る」 と結 んでい る。

1v考 察

1.水 戸家中における試合剣術 と 「公覧」の意義

前 述 した ように水 戸家 中 におけ る試合 剣 術は,r公 覧始末 撃剣』 の著者杉

山復 堂(士 元)の 父杉 山子方 が江戸 に在 った時(文 化 年 間),華 法剣 術 の弊

を改め よう と,士 元(杉 山)を 神道無念 流岡 田十松(吉 利)の 撃剣館 に通わ

せ試 合剣術 を学 ばせた こ とに始 ま る。 次いで藤 田幽谷 がその 子彪(東 湖)を

やは り岡田に師事 させ るが,当 時家 中では 「群議 沸然」 とな り,嘲 り罵 る者

もあ った。 しか し杉 山 や東湖 らが,同 志 と断然 これを継続 した こ とに よ り,

同家 中 に次第 に試 合剣術 は広 ま った19)。

杉 山や東湖 に とって 岡田十松没後 の剣術 の師 であ り 『公 党始末撃剣 』 に も

登場 す る宮 本左一郎 は,新 治郡大橋村(現 在 のつ くば市)の 農家の出であ る

が,農 業 に馴 染 まず武芸 を以て身 を立 て よう と志 し,神 道無 念流 を岡 田十松

の門 に学ん だ。来水 してか らは藤 田幽 谷に遇 され,文 政年 間には藩 の子弟 で

入門す る者 も多 くな った とい う。 とくに後 に家老職 に就 く山野辺養親(兵 庫)

は,「 悉捨二其所_学,率 三共 諸弟與 二家 臣_,師 二事先生_」 とい う傾 倒 ぶ り
レ

であ った20)。

この ように水戸 家中 におけ る試合 剣術は神道無 念流 を鳴矢 とし,し か も宮

本左一郎 門下 の熱心な修行者 であ る杉山復堂 ・藤 田東 湖 ・山野辺養親 らは,

いずれ も9代 藩 主斉昭の擁立 ・襲封 に功績 の あ った者 たちであ る。
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文政12年,水 戸 藩8代 藩主斉 修 が危 篤状態 に陥 った時,家 老榊原 淡路

守 らは,斉 修 の義 弟で11代 将 軍家斉 の子 清水恒 之丞 を藩 主 に迎 え,幕

府 に迎合 しようと したが,斉 修の異母弟で英蓮 の誉 れ高い敬三郎(斉 昭)

を推す改革派の面 々,す なわち山野辺養 親 ・藤 田東 湖 ・杉 山復堂 ・会 沢

安(正 志斎)ら は断 固 これ に反 対 し,水 戸藩 支封 であ る守 山藩主松平大

学頭 らに働 き掛 けるな ど決死の奔走 を し,遂 に斉昭継嗣 を実現 した21)。

この とこか らして も,最 も信頼 を置 く家臣たちの行動 力 ・精神 力の形成 に

影響 を与 えた と思われ る神道 無念流の試 合剣 術,及 びその師宮本左一郎 に斉

昭 が興味を示 したで あろ うことは想 像に難 くない。

この公覧は,斉 昭 が襲封後 初め ての帰藩 を した天 保4年3月 か ら間 もな

い同年11月 に行 われて い る。 自身 も一 刀流剣 術 ・大 和流射 術 ・穴 沢流長 刀

術等 を修め,砲 術 に も精通 してい た といわれ る22)斉昭 は,後 述 す る よ うに

襲封 当時か ら文武の奨励及び武芸流派 ・師範家の合理化計画 を抱 いて お り,

この公覧はそれ らを行 うための諸武芸流派の 内容 や力量の 見極め とい う意味

を持 っていた。

しか し一面 で,神 道 無念流宮本 門人の試合 を 「御 目ヲハナサ レズ御 覧」 と

あ るように,試 合剣術 に対 す る興味 は特別の もの があ り,既 成剣術流派(形

剣術)に み られない 高い運動性 や体練 性,延 いては教 育的価値 をそ こに認

め,こ れ らを家 中 に知 ら しめ よ う とした意 図 も窺 え る。 そ うで あ る とすれ

ば,「 近臣其 外 も皆 々延 ビ揚 り見物 の様子」 とあ る ように,こ の公覧 におけ

る試 合剣術は家臣達の注 目を集め た ようであ り,そ のね らいはひ とまず成 功

した といえよ う。

2.公 覧出場の試合剣術流派にみられる階層性

公 覧 に出場 した試合 剣 術3門 下 の指南(師 範)は,い ず れ もその出身 階
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層 において高 くはない。

小野派一 刀流指 南の渡辺徳之允 は,「 諸 士以下 」の身分 で 「御 店(指 南席)

へ 出席 で きない の で,万 端 にわ た り弟 子 の秋 山弥 九郎 が公 覧 に 当た っての

「指 引」 を して い る。 同 じく,神 道無 念流指南 の宮 本左一郎 も前 述 した よう

に農 家 の 出で,こ の頃 は未 だ諸士 以 下 であ り指 南席 へ 出 る こ とが叶 わぬ た'

め,著 者杉 山復 党(千 太郎)が これ に替 って席 へ 出てい る。

また,神 道無念流の もう一方の指南武藤七之助は,多 賀郡助川村(現 在の

日立 市)在 の郷士で あ る。尤 も武藤 の場 合,郷 士 とい って も武藤家 は藤原姓

を名乗 り武士 と して の衿持 を保 ち,7代 務 主治紀 が北浜筋巡視 の際 に宿泊 し

た こ ともあ る名家 で,七 之 助 もその剣 術 の力量 を もって近在 に聞 こえ23),

この公党 に も出場 し演武 も許 されて い る よ うに,前2者 とは若 干趣 を異 に

す る。

しか し,い ず れ に して もこの公 覧 に 出場 した試 合剣 術3門 下 の指 南(師

範)は,郷 村 部の 出身 であ った り,諸 士 に数 え られな い身 分であ る。 この こ

とは,こ れまで に渡 辺24)・榎 本25)・和 田26)・長尾27)に よって報 告 されて き

た ように,試 合剣術 の発達過程 におい ては郷村部 が先駆 けて お り,先 例や旧

格 に縛 られがちな都市部 の城下土層 よ りも,郷 士 ・農民層 がその発展初期 の

担 い手 であ った とい う指摘が,こ こにおいて も裏 付け られ るので あ る。

藤 田東湖 が 『常 陸 帯』(天 保15年 ・1844)の なか で,「 っ らつ ら世 の様 を

見 るに,小 家 には大方試合弘 りたれ ど も大藩 には弘 り難 し。 こは其 国 々に旧

き剣槍の家 々あ りて門人 も多 く,殊 に大国は 旧格 を守 りぬ る故,悪 しき事 に

も移 らざれ ども又 よ き事 に も移 り難 き勢 あ るべ し」28)と記 した ように,伝 統

ある既成武芸 流派の 師範家 が存 在 し,か つ先例 ・旧格 に縛 られがちな とくに

大=藩において,そ の家士(城 下士)が,郷 村部 や郷士 ・農 民層 を中心 に発展

して きた新 興の試合剣 術に取 り組 む とい うのは異例 な こ とであ り,杉 山や東

湖が岡 田十松 に就 いて これ を習 った文 化 ・文政 期 頃は,「 兎 に角妨 る者 の多

か りし」29)とい う状 況 があ った。
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またM-1で もみ た よ うに,試 合 剣術 流派 に とって公覧 出場 とい うの は大

変 名誉 な こ とで あ るが,公 覧 に おいて試 合剣術 を披露 す る とい うの は先例 が

な く,監 察府 か らの 「上 覧は先 ヅ格バ カ リ」 とい う達 しもあ り,武 藤 の よう

に 「席柄 か らい って も大人 し く格(形)の み を披 露 す べ き」 とす る者 と,

「20余年 の丹 精 が この 公覧 にお いて表 れ るので あ るか ら何 と して も試 合 剣 術

を披 露 したい」 とす る杉 山 らの意 見 とに分 か れ,か れ らの な かに も意 見の違

いや葛藤 があ った。 城下 士の杉 山 よ りも郷 士の武藤 の方 にむ しろ遠 慮 がみ ら

れ るのは,上 記 した ような家 中の空気 を武藤 が理 解 してい た ことに よる もの

と思 われ,発 展初 期段 階 におけ る試合剣 術の もつ階層性 をあ る面 で表 して い

よ う。

3.公 覧にみられ る剣術の演武(修 練)形 態

かた

この公 党 において は,前 記 した よ うに前 日までは 「先 ヅ格 パ カ リ」 とい う

達 しで あ ったが,当 日にな って 「格 の内 よ り勝 負 形の試 合 不 レ苦 候」 と訂正

されたの を受 け,3門 下の内最初 に出 た小野派一 刀流渡辺門人 の宮 田介太郎 ・

濱 口熊三 郎 の 両名 は,防 具(面 ・小手 ・竹 胴)を 着 け,格(形)3本 と,そ

れ に続 い て試 合 を行 った。 これ に対 し斉昭 は,一 旦 「素面 ・素小 手(防 具 を

着 けず に)」 にな り,形 を行 うよ うに命 ず る。 さ らにその後,や は り素 面 ・

素 小手 で 「毛 ジナ イ」 を用 いて試 合 をせ よ とい う。

毛 ジナ イ とは,素 面 ・素 小手 の時 に用 い るので あ るか ら,当 た って もさ

ほ ど痛 み を感 じな い,ま して や致命 傷 にい た る こ との な い形 状 を もつ

「袋竹 刀」 状の もの と想像 され る。 東湖 は袋竹 刀 にっ いて,「 竹 を割 て皮

袋 に入 れた る しな ひ」 「竹 を細 か にわ り,柔 皮 又毛 皮 もてい か に も柔 脆

に制 す る」30)と表 現 して い るが,水 戸地 方 で は,袋 竹 刀 の こ とを 「毛 ジ

ナイ」 と呼 んだの であ ろ うか。 後考 に譲 りたい。
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表1公 覧における試合剣術流派の出場考及び演武一覧

小野派一・刀流

(渡辺門人)

神道無念流

(武藤門人)

神道無念流

(宮本門人)

打太刀 仕太刀 形 素面試合 防具試合

宮 田 介太郎 濱 口 熊三郎 ○ ○
戸 田 弥次郎 宮 田 介太郎 ○

戸 田 弥次郎 荘 司 徳之介 ○

秋 山 弥九郎 戸 田 弥次郎 ○
戸 田 弥次郎 秋 山 弥九郎 ○

全 員　 一 ○

榊 原 啓 介 大 内 要 介 ○ O

室 町 荘五郎 大 内 要 介 O ○
益 子 逸 平 室 町 荘五郎 ○

武 藤 七之助 白 井 小右衛門 O

武 藤 七之助 益 子 逸 平 O

室 町 荘五郎 武 藤 七之助 ○
{P『 一 『 一

森 新佐衛門 永 井 鉄二郎 ○

森 新佐衛門 石 川 秀太郎 ○

菊 池 秀 介 横 山 甚太郎 O

菊 池 秀 介 長 尾 亀五郎 O

菊 池 秀 介 森 新佐衛門 ○

井 坂 登次郎 菊 池 為三郎 ○

井 坂 登次郎 根 本 三 蔵 ○

菊 池 秀 介 井 坂 登次郎 O

長 尾 亀五郎 国 分 強 介 O

長 尾 亀五郎 井 坂 登次郎 ○

杉 山 千太郎 鵜 殿 熊 吉 ○

杉II」 千太郎 木 股 留次郎 ○

菊 池 秀 介 杉 山 千太郎 ○
『 一 『 一 ー一 一 ー 一 一_一 一

この毛 ジナ イでの試合 は,神 道無念 流武藤 門人に も命ず るが,前 述 した よ

うに,堅 固な防 具 と 「割 り竹 刀」 を用いての試 合剣 術 を専 ら とした老達 に と

っては,「 ヅカイ ヅ ラキ事限 りな し」 とい うもの であ った。

表1は,こ の公 党 におけ る試 合剣 術流派 の 出場者 及 び演 武形態 を一覧 に

した もの であ るが,「 格(形)」 と 「防具 をつけ ての試合」は,3門 下それぞ

れに行わ せてお り,上 記 した よ うに 「素面 ・素 小手 ・毛 ジナイでの試 合」 を

2門 下 に命 じて い る。 この よ うな3種 類の演武(修 練)形 態 につ いて東湖は,
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「素肌 で木 刀や刃 引を もっての形 修 行は,一 見 勇 ま しい よ うであ るが十 分 に

打 ちあ うこ とが で きず二三分 の 力で打 つ こ とにな る。袋竹 刀 では疵 は蒙 らな

いが・その竹 刀の軽 さの ため打ち も意の ままにな らず
,止 め よう とす る竹 刀

も打越 すので真剣 の戦 いには似 つかわ しくない。 防具(面 ・小 手 ・胴)を 着

け堅 固 に作 った竹 刀 を もって,頭 目手腹 を選ば ず十 分の 力 で打 ち合 うな ら

ば,技 は鋭 くな り,身 体 も鍛 へ,気 息 も長 くな って終 日戦 って も疲 れない よ

うにな る」31)とそれぞれの特徴 を説明 してい る。

斉昭 は,3門 下 に これ ら各種 の演武 を行 わせ る こ とに よ り,そ れ ぞれの修

練形態の特徴 や各門下の 力量 を見極め よう としたのであ ろ う。

Vま と め

この公 賓 か ら1年 後 の天 保5年(1834)11月 ,神 道 無念 流指 南宮 本左 一

郎 は 山野 辺 義観 の寄騎 と して与 力 に取 り立 て られ,同7年(1836)に は大

番頭 に進 ん だ32)。また も う一方 の神道 無念 流指 南武 藤 七之 助 は ,天 保7年

海防総 司 と して助川城 に封 じられ た山野辺 義観が ,子 弟育成 のために設 置 し

た学 校 「養 正館 」 に剣術 師範 と して迎 え られて い る33)
。 これ らは,郷 士.

農民層 を中心 として発展 して きた試合 剣術の ひ とつであ る神 道無 念流が
,武

士 教育 の手段 と して採用 され,そ の階層性 を越 えて認知 され たひ とつの典型

とみ て よいであろ う。

この後 天保9年(1838)に は;斉 昭襲 封 の頃 よ り水戸 家 と親 交 の あ
った

斎藤 弥九 郎 が合 力扶 持 を給 され34),ま た天保12年(1841)に は
,宗 家 の戸

賀崎熊 太郎(芳 栄,喜 道 軒)が 五十 人扶 持 を もって迎 え られ た35)こ とな ど

にみ られ る ように,神 道無 念 流 に対 す る斉 昭の遇 し方 は特 別 の ものが あ
っ

た。

また一 方 で,天 保6年(1835)水 戸 に周遊 し剣術 を供 覧 した北辰 一 刀流

千葉習作 に月俸 十人扶 持 を給 し,後 に周作 の弟子海保帆平 を五百石の高禄 で
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藩校 弘道 館開設(天 保12年)と 同時 に師範 に迎 えるな ど,同 じ新 興試合 剣

術流派 であ る北辰一 刀流 に対 して も斉昭 は厚 く遇 した36)。

この ような試合剣術流派 に対 する厚遇 は,す で にみて きた ように,試 合剣

術の持 つ既成流派(形 剣術)に み られない高い運動 性 ・体練性 とその教育的

価 値を斉昭 が認めて いた こ とを表 す ものであ り,天 保末年 には 「今弘道館の

剣 術三流,槍 術三流,専 ら試 合 のみ学 ぶ事 にな り し」 と東湖が 『常陸帯』 に

述 べ る よ うに,水 戸 家 中にお け る剣 術の様 相 は この公覧 を境 に10年 程 で一

変 し,試 合剣 術が形剣術 を圧倒 的に凌駕 す るよ うにな るの であ る。

また,公 覧前年の天保3年(1832)に 斉 昭は,「 指南数殖候而 は却而 流儀

衰 之端 に も相成 候間,流 々熟 知専 に致,往 々同流稽 古場 合併 を も致 候様」37)

とい う触 れを出 し,そ の後 も再三 流派 ・稽 古場 合併 を促 して いる。 当時の水

戸家中は武芸流派数 ・師範数 も多 く,そ れぞれ に門戸 を立 て長短 を比較 す る

とい う弊 害 があ り,こ れを一掃 せんが ため の もの で あ った38)。公 党 にお い

て斉昭 は,試 合剣 術流派3門 下 に対 してい ずれ も格(形)の 演武 を求めた

が,こ れな どは各流派の形の特徴 を把握 し,既 成流派 との合併の可能性 を探

ろ うとした もの と思われる。

公党には既成流派 の鹿 島神 道流 ・岩 間与次右衛門 も出場 して いるが,の

ち嘉永2年(1849),同 流は神道無念流 に合併 吸収 されて い る39)。

この よ うに天保4年 の武 芸公 党 は,の ち の弘道 館設立 時 に おけ る新興試

合剣術流派の採用 や武芸流派 合併な ど,斉 昭の武芸教育政策の出発点 とな っ

た ものであ り,試 合剣 術流派 の行 った3種 の演武形 態 な どは,そ の ま ま近

世剣術技術 史 ・用 具史 を一面 で表 してい る といえ よう。

尚,最 後 にな った が,『 公 覧始 末撃剣 』翻刻 にあた り,懇 切な ご教示 をい

た だいた渡辺一郎筑波大学名 誉教授 に深 甚の謝意 を表 して,本 稿の了 りとし
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た い 。

〈注〉

1)渡 辺 一郎:幕 末関東 剣 術英 名録 の研 究,渡 辺 書店,東 京(1967) ,9-12.

2)榎 本鐘 司:文 化 文政 期 の 西 南地 方 に おけ る剣 術 他 流 試 合 の動 向,南 山大 学 紀 要

「ア カデ ミア」 自然 科学 ・保 健 体育編,3(1987),

3)荷 見守 人:水 戸藩 におけ る水府 流 の沿革,日 刊,(1936).

4)中 村廣 修:茨 城 の剣道 史,暁 印書館,東 京(1975) .

5)水 戸市 史 編 さん委 員会:r水 戸 市 史 中巻3』,水 戸 市 役所,水 戸(1976).及 び 茨

城 県 剣友 会:茨 城 の武 芸一 剣 の巻一一,筑 波 書林,土 浦(1986).に おけ る保 立謙 三

の論 考

6)須 加 野 征 博:徳 川 斉 昭 の 武 芸 観 に 関 す る一口一考 察,日 本 武道 学 会 第25回 大 会 ,

(1992).他 。

7)前 掲 書5.

8)家 臣 人名 事 典編 集委 員 会:三 百藩 家 臣人 名事 典2,新 人 物往来 社 ,東 京(1988),

414-415.

茨 城 県 立 歴 史 館:茨 城 県 立 歴 史 飽 和 書 目録3,茨 城 県 立 歴 史 館,水 戸(1986),

126.他 。

9)藤 田東 湖:回 天 詩史,弘 化元 年(1844).菊 地 謙 二郎:東 湖 全 集,博 文 館,東 京

(1940).所 収 。

10)鈴 木 彰:幕 末 の 日立 一 助 川 海 防 城 の 全 貌 一.郷 土 ひ た ち 文 化 研 究 会 ,日 立

(1974),166-171.

11)羽 島擢清 ・池 田豊 直 ・青 山敬 直:武 術流 祖録,天 保15年(1844) .

源徳 修:撃 剣叢談,天 保15年(1844).

いずれ も国 書刊 行会:武 術 双書,国 書刊 行会,大 正4年(1915) .所 収 。 及 び,前

掲 書1,43-44.

12)「 非 打 トテ,主 太 刀 ヨ リ生 ズル ノ名 ナ リ,打 方ハ 邪 ,主 太 刀ハ 正 ナ リ」三 宅茂徳:

神 道無 念 流剣 術免許弁 解,慶 応3 、年(1867).

久 喜 市 史 編 さん 室:久 喜 市 史 資 料 編fi近 世2,埼 玉 県 久 喜 市,久 喜(1990) ,

215.所 収。

13)天 保3年(1832)8月,目 付(大 監察)と な る。 万延 元 年(1860)没,75歳 。『水

府 系 纂』(茨 城 県立歴 史 館蔵 写本)よ り。

14)嘉 永3年(1850)12刀,武 芸 指 南 の功 を称 せ られ,白 銀 五 枚 を賜 る。 安政6年

(1859)没,60歳 。(『水府 系纂 』)

15)後,北 辰一 刀流千葉 周 作 に就 くが,嘉 永2年(1849)破 門 されて い る。(水 府 明

徳 会彰 考 館文 庫蔵 『弘道 館武 術 伝来』,及 び前 掲書5.)

天保13年(1842),不 心 得 の事 あるを以て,切 符 を召 し放 たる。 一 旦許 され るが,

安 政4年(1857),結 城 朝道 に党与 し,上 州 の悪 党 ・友五 郎 を囲 った罪 に よ り,切



水戸藩における試合剣術に関する一考察17

符 を召 し上 げ られ,養 父 清典 に預 け られ る。 万延 元 年(1860)没,56歳 。(『水府

来 集』)

16)弘 化 元 年(1844)12月 武 芸 出精 に よ り,白 銀 二枚 を賜 る。 文 久元 年(1861)正

月 馬 廻頭 上 座 に進 み,同 年12月 没,48歳 。(r水 府 系纂』)

17)後 の 理 平 太 景 英。 天 保12年 弘 道 館開 館 に伴 い,神 道 無 念 流 師 範 を任 せ られ る。

(前 掲 書1,21.及 び前掲 書5.)

嘉 永 元 年(1848)4月,武 芸 指 南 の 功 を称 せ られ,白 銀 五 枚 を賜 る。 安 政6年

(1859)目 付 とな る。文 久3年(1863)6月 没,54歳 。(『水 府系 纂』)

18)天 保11年(1840)8月,武 芸 出 精 に よ り,修 行 料 と して 三 人 月俸 を賜 る。 安政4

年(1857)没 。(r水 府 系纂』)

19)藤i田 東湖 撰:「 左一 郎宮 本先 生 墓 碑銘」.r東 湖遺 稿 』,前 掲 書9所 収,280.

20)同 前,280-281.

21)前 掲 書9所 収,r回 天 詩史』 な どに詳 しい。

22)前 掲 書5.

23)前 掲 書10,96-98.

24)前 掲1に 〔司 じ。

25)前 掲2に 同 じ。

26)和 田哲 也:岩 国藩 に おけ る竹 刀打込 稽 古 の普 及 と他流 試合 の活 性化 につ い て,日

本 武道 学会 「武道学 研 究」,23一 ユ(1990),45-55.

27)長 尾進:近 世後 期 に おけ る武 者 修行 の実 態 につ いて一 『宮 崎 長兵 衛武 術英 名録』

の 分析 を通 して一,日 本風 俗臭 学 会 「風 俗 」,32-2(1993),26-44.

28)前 掲 書9,108.

29)同 前 。

30)前 掲 書9,107.

31)同 前 。

32)'前 掲19に 同 じ。前 掲 書9,281,

33)前 掲 書10,97-98,及 び,日 立 市 奥縞 さ ん委 員会:新 修 日立 市 史上 巻,日 立 市,東

京(ユ994),761.

34)大 坪 武 門:幕 末偉 人斎藤 弥 九郎 伝,京 橋 堂 書店,東 京(1918),59.

35)前 掲 書1,46.

36)前 掲 書1,22.

37)水 戸 藩 史料 別記 上,吉 川弘文 館,東 京(1970),337-338.

38)前 掲 書1,21.及 び 前掲 書37,293.

39)前 掲 書5.



18明 治大学教養論集 通巻289号(1996・3)

〈資料1>国 立国会図書館蔵r公 覧始末撃剣』(全文)

凡例

1.翻 刻 にあた って,漢 字 ・か な ・カナ及 び文字 間 隔 に つ いて は,な るべ く原 文 の原

形 を保存 す る ようにつ とめ た。

2.で きるだけ読 み やす い もの にす るため,適 宜,句 読 訓点 ・濁 点 ・中黒 ・段 落 等 を

付 した。

3.明 らかな誤字 ・落字等 には 「ママ」 を付 し,判 読不 明の文字 は □ とした

4.()内 は,筆 者 によ る補 足 であ る。

5.原 文 中の著者 杉 山復堂 に よ る注釈 は,〔 〕 内 に記 した。

公党始末撃剣

天保四年癸巳九月十八 目,監 察府 よ り指南 〔宮本左一郎〕呼 出 し,無 念流剣術近 日

之 内 上覧被レ透俵条,免 許 以上姓名順 書来 ル廿 日迄二取調摘出候様達者 レ之事 〔此

以武藤七之介へも相違可 レ申旨にて書付渡ル〕,依 レ之廿 日夕姓名順書摘出。

同十一 月八 日又 々呼 出 しにて指南出ル。来ル十H,弥 上 覧可 レ被 レ避 雷達あ り。

然ルニ是迄 上覧ハ諸流 トモ大抵皆格ノ ミにて勝 負は無 レ之所,當 流之儀ハ勝負事 ラ

之稽 古なれパ格ヲバわさ と四五本 もツカイ,跡 ハ不 レ残 試合 にて可 レ然 と兼而定 メ置

候処,同 日小監察和 田善太郎宮本へ申聞候ハ,御 流儀之儀ハ勝負 を被レ入二 御覧_候

様承及候所,上 覧二勝 負 と申ハ見合 も無 レ之,不 二相成 儀 二候間,左 様御心 得候様

に との事也。宮本承知 仕候,固 ヨリ勝 負二八無 レ之,面 小手シナイにて勝負の格入二

御覧 候 也 と答候ヘバ,夫 ハ格 とハ違 ひ候 や と尋候 に付,少 々趣 ハ違 ひ候ヘ ドモ,矢
カタ

張 り格 にて流儀にてハ是 ヲ非打 と唱へ候 爵相答 〔比容甚 ダ善シ〕。

担帰宅後此儀如何 と會議候所,何 レも皆先 ヅ右非打の格 と云名ニ テ跡ハ直二打合勝

負可レ然 と申合イ タリ。其夜右之段武藤へ も 〔同 日 上覧ニテ,門 弟一何れ も皆仰 出
ア ケポノ

な り一引連 れ,カ ミ町 曙 二止宿な り〕可二中通,タ メ右逆旅 ヲ訪 ヒ委細談合。 武藤云
カタ

ふ,夫 ハ よき様なれ ドモ,乍 レ去,格 と云ふ申立 にて も勝負 してハ誰 レが 日にて も見

て知 れる事な り。 且御 席柄 ニテ蓮 も存 分な る試合 出来 ぬは指見 ヘナ レパ右様被 二御

出_候 上ハ不 レ及二是非 候 間,矢 張 りヲ トナ シク格 の二三本 も口御祝儀一 ト通 りニ ッ

カイ候方可レ然歎 と云ふ 〔是 も正論な り〕。大 に尤なれ ドモ 〔外の事 と違ひ撃剣之儀ハ〕

廿余年の丹誠此一挙二て分ル所ナ レバ,如 何 にも手 ヲ尽 して見度事也。何 れ今夜得 ト

思慮スペシ連,帰 ル。

直二渡辺徳之允江 〔小野派一刀流指南始 メタレバ,是 も同試合剣術ナ レバ,是 へ も

亦右ノ通 り達 ア リヤ と思慮せ し故な り〕往キシガ,他 行 シテ居 ラズ。秋山弥九郎 へ往

キ 〔是 も小野派執心ニテ,且 渡辺ハ諸士以下ごテ御席へ 出席ナ リ兼ルニ付,萬 端秋山

指引 也〕,監 察達 シの事如何 卜問ふ二,何 の達 しもな し。此方ハ矢 張 り勝負の積 りな

りと云ふ。イや夫は明 日杯果 して達 シ可レ有。扱格斗 リニテハ御 同様試合剣術の甲斐

ハ な し。何 レー ト工夫セずバなるま じ。先ヅ戸 田へ往キて謀ルベ しとて直二同伴 して



水戸藩における試合剣術に関する一考察19

c芦,(戸
田)へ 往 ク。 折 よ く在宿 な り。

サテ外の事 に も無 レ之候所,上 覧二勝負 と云ふハ決 してな らぬ事に候や と承 り候

所,左 様 にも有 レ之間数候。殊 二御流儀杯ハ何の次第 もあ るま じと云ふ。サ レパ其事

にて候。先刻宮 本監察府 へ出候所カクカクの達 な り。扱御承知の通,流 儀之儀ハ試合
カ夕

暮 ら之稽 古にて格をバ次ギニ取置候所,格 ノ ミ 上覧ニチハ実二千古の遺憾な り。何

力御扱方ハ有レ之間敷や と云ふ。

戸 田云,宮 本監察府 へ出展ハ今 日何時の 事な るや。何 レ八ツ時 二 も可レ有 レ之 と云

ヘパ,夫 レニテチ ト思 ヒ當 レリ。 今 日七ッ過 ギニ御城 ニテ大監察藤田繁蔵拙者へ申聞

ケニ,明 後 十 日 上覧二八無念 洗濯 出候所,是 ハ毎度御承知之通 り打合勝負専 らの洗
方タ

儀 二御座候所,諸 流同様格 斗 り入二 御覧_候 様相成候 而ハ,罷 出候族 もサゾ残念二

可レ存候。依而ハ御席柄之儀平 日ノ試合通 り二打合イ候而御故障之御 叱 も有レ是候バ

バ,三 本 と力五 本 と力数 ヲ極 メ格 の内 ヨリ勝 負に クヅシ候杯は如 何二可レ有 レ之 や と

申候間 〔好漢哉〕,夫 ハ何の御 故障 も有 レ之間数 候。 尚又,明 後 日伺ひ候上にて否二御

達 可 レ申.,旨答置換。左ス レバ今 日宮本へは右之通 り相差候所,又 々異論有レ之伺ひ と

相成候事 なるべ し。何 レ乍レ不 レ及 も尽 力すべ しと云ふ。何分頼 入 旨申,秋 山一同夜

四ツ時帰宅。
カタ シタ

九 日二八早 朝 よ り撃剣場へ集 り格の下組等あ り 〔是 日小野派へ も 上覧ハ先ヅ格バ

カ リと云ふ達 しあ りと云ふ〕。十 日五 ツ時揃 ヒにて登 城。是 日の 上覧ハ北河原常

右衛門 ・津田真平 ・寛 内匠 ・川辺重左衛門 ・加藤 傳之右衛門 ・小田野友蔵等ノ柔術,

天野半十郎の陣鎌,川 又九右衛門の両 刀,次 二渡辺の小野派,次 二武藤,宮 本,次 二

大森茂次郎,飯 島均平,岩 間与次右衛門 な り。何 レモ実検御廊 下二控へ

居ル。

四 ッ半比,監 察府 ヨリ又 々指南呼出 しにて出ル所,今 日の 上覧八橋の内 よ り勝負
カタプ

形の試合不レ苦候間,左 様相心得候様に とな り。

正九 ツ時,御 初立 にて順 々に相詰ル 〔御 白書院御入側 な り〕。 余ハ 御 後詰 メにて、

拝 見。柔術,陣 鎌等相済 ミ小野派 出ル。竹胴懸け,面 小手 シナイ等手二持,御 子 コブ

クの上 にて双方支度。宮 田介太郎打太刀にて濱 口熊三郎仕 レ之。格三本程 ッカイ夫 ヨ

リ直 二試合な り。勝負ハ大抵牛角位二見ヘ タリ。

其時 公の玉 く,是 ハ格ハナキカ。前三本 ッカイ候 が即格にて御座候旨御通車 中上

る。 格は何本有 レ之や と被 レ仰,御 通事御 目付へ右之段承 り可二申上_旨 達 す。格ハ五

本 御座候 旨御 目付御通事迄 申上 ル。何 レも素面 二な り先 ヅ格 ヲッカヒ候へ との上意な
ツカイ

り。依 レ之戸 田弥次郎打太 刀にて宮 田介太郎 ・荘 司徳之介 仕 レ之 ヲ,右 了テ秋tlj弥九

郎打太 刀にて戸 田,右 了 りテ戸田打太刀にて秋 山也。此時余ハ段 々出順に付,御 後

詰 相引,其 後上意 にて素 面 ・素小手 ・毛 ジナ イにて勝負すべ しと被二伸 付..〔ツカイ
ツカイ

ヅ ラキ事限 りな しと云ふ〕。宮田始 メ何 レも仕,入 二 御覧_。

右了 りテ武藤門人出ル。榊原啓介打太刀ハ大内要介也。面小手 シナイ手工提 げ,御
スグサマ

場所 にて何 レも支度。非打の格二本 ッカイ,夫 ヨリ直様勝負な り。右了テ室町荘五郎

打太刀にて大内要介何 レも前 に同 じ。了而益子逸平打太刀にて荘五郎出ル。其時又 々

毛 ジナイ素面素小手にて可レ仕旨 上意に付,其 通 りツカイ入二 御覧_。 次二武藤打

太刀にて白井小右衛門,益 子逸平出ル。 毛ジナ イ素面前二同 じ。夫 より室町打太刀に
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て武藤非打仕 レ之。
しママ八

次 二宮本 門 人香順 也。 其時小 監 察 申聞二宮 本左 一郎 門 弟ハ 格 ヲッ カイ入二 御 覧.

候様 に と 御意之越 中レ之 〔此時 ハ実 ニアキ レタ リキ〕。 異 り傑 出,御 詰 中上 ル。宮 本

ハ諸士 以下 ニ テ御膳 へ不 レ出候 に付,指 南の席ヘハ千太郎出 ル。

第 一,森 新 左衛 門 打 太 刀 にて永 井 鉄二 郎,石 川秀 太 郎 何 レ も五 箇 ヲッ カイ 入二御

覧一..〔随分 不二見苦..候ペ キ〕。次 二菊池秀 介打 太刀 にて横 山甚太郎 ・長尾 亀五 郎 ・森

新左 衛門五箇 前二同 じ。 次二井坂登 次郎打太 刀にて菊 池為三郎 ・根 木三 蔵 出ル。 何 レ

も前 二同 じ。 次 二菊池秀 介順 にて出ル。

其時跡ハ勝 負可 レ致,勿 論平 日通 り存分打合 八二 御 覧_候 様に と御通 事 を以 て大監

藤 田繁蔵 へ 御意 を傳 ふ。 藤 田 よ り余等迄達 ス。右之趣 菊池へ 申聞,井 坂モ先 ヅ一旦

御 席相引,再 ビ面小 手 シナ イ携 出,双 方支度。夫 ヨ リ打合勝負 な り。鹸程烈敷 キ合戦

にて 公 に も御 目ヲハ ナサ レズ御覧,近 臣其外 も皆 々延 ビ揚 り見物 の様 子也 。 右畢

而,長 尾 亀五郎打 太刀 にて国分強介 ・井坂登 次郎 何 レも大合戦。此 時,余 ハ 支度 ノ為

メ御 席 ヲ相 引 〔石 川秀太 郎指 南の席 へ出ル〕。右了而,千 太郎打太 刀 にて鵜 殿熊 吉 ・

木股 留次郎 出ル。鵜 殿ハ打 コミ勝 負重 三ッカイ,木 股 ハ少 し引ハ ナ シ随分烈 く七八 本
カタ

勝負有レ之相引。 次二菊池秀介打太刀にて千太郎出テ五箇ノ格 ヲツ カイ,引 続キ非打
カク

の格1本 ツカイ,右 了而 一同御簾 ヲ相 引候事。

今 日の 公 党勝 負ハ,小 野派は一試合 にて跡 ハ格,其 次二毛 ジナ イ勝 負也 。武藤 ハ
カタ

ニ 試合 にて,跡 ハ 同ク毛 ジナ イ勝負也。宮 本の方ハ半パ格,半 パ面 小手試合 にて,格

六 人勝負七人 な り。蓋二 百年来,本 藩 にて試 合剣術 公 覧ハ実 二是 ヲ始 トス。一 同首

尾 よ く相済,何 慶加 レ之。唯,其 内五箇 ノ ミッカイテ勝負 セザル人頗 る遺憾 な しとセ
タダ

ず。 然 ドモ事 會ノ之 来ル豊 有三ンや終極_哉 。 少壮 ノ士,其 秘 術 ヲ尽 さん事,豊 唯今 日而

巳哉。蓋期竺之ヲ於 他 日三云。

癸巳仲冬至 日 復党主 人謹 記ス

撃鐘 於口 声聞干外,豊 其実 あ りて其効 な き事 あ らんや。 古人云,事 會之来定 有二終

極 哉 。少壮の人,春 秋 の富 山の如 く河の如 し。(了)

(ながお ・すすむ 明治大学専任講師)


